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自己紹介

野田口理孝 のたぐちみちたか

名古屋大学 准教授

グランドグリーン株式会社 創業者・取締役

1980年、東京都生まれ。
京都大学理学部→ University of California Davis ポスドク→名古屋大学ポスドク→
同大学特任助教→ 助教→ 准教授
→グランドグリーン㈱創業→代表取締役→取締役

植物科学が専門。研究テーマは、「接ぎ木」「植物の全身性シグナル伝達」など

2014、 2015年に異科接木技術と接木チップを発明、2015年にJST START採択
2016年に研究室立ち上げ、 2017年に起業、2018年現職に就任



自己紹介

現在 10年3年 100年 ~300年

未来の⽬指す姿
過去のエビデンス

10年50年1000年1万年
農業の歴史 科学の歴史

1万年100万年4億年

アカデミア

現在 10年3年 100年

未来の⽬指す姿
（事業）

直線的成⻑
指数関数的成⻑（スタートアップ）

過去の経験

インダストリー

植物科学 → 農業

持続可能な



人口 (10億人)作物生産 (10億トン)

2 倍2 倍

植物は私たちの生命と密接な関係を持つ

人類と農業

Burney et al., 2010



作物生産リスク

貧栄養

乾燥

塩害病気

高温ストレス土壌の拡張

社会課題

地球規模の環境問題

（耕作地の約４割）
課題を解決する種苗を作りたい



接木のメカニズム植物の全身的な
シグナル伝達

・mobile RNA
・mobile protein
・フロリゲン

・異科接木
・接木チップ
・接木メカニズム

研究テーマ



植物の全身的な
シグナル伝達

・mobile RNA
・mobile protein
・フロリゲン

「追い求める研究」



「出会う研究」
接木に関する研究

新しい展開へ…



異科接木法

タバコ属は広範な植物と接木できることを発見
←これまでに接木が成立

被
子
植
物
の
分
類
表

主要な野菜類

穀物・果樹

ヤナギブドウミカンムギ類

カボチャブロッコリーダイズ

マメ科 アブラナ科 ウリ科

N. tabacumN. tabacum

N. rustica
N. umbra-
tica

Science (2020)



異花接木



異科接木



キクの上にトマト！？



未来の食の安全を確保

貧栄養

乾燥
塩害

病気

高温

ストレス土壌の再活用で

ストレスに強く
低資源で生産

未来の持続可能な社会に向けて



2015年 2016年 2017年

参
画

丹羽
代表取締役
当初は研究チームの
一員として参画

STARTの支援を受け、研究・事業を立ち上げてきた

参
画

起業

4月7日設立

名古屋大学発

ベンチャー

野田口助教
取締役

事業プロモーター（VC）

連
携

目利き資金

シーズ

会社設立の経緯

経営チーム
組成

研究
開発
・知
財化

PJT
開始



いつ起業するのか？

理想：

事業の準備ができたタイミングで起業する

（ヒト・事業を進める技術・資金調達計画）

グランドグリーンの場合：

特許の各国移行のタイミング

（ただし、初期は雇用を発生させなかった）



誰と起業するのか？ -経営者

理想：
事業の立上げ経験があり、
アグリ分野にネットワークや知見がある人材をリクルート

グランドグリーンの実際：

協力者のネットワークを中心に起業前後で精力的に探索
候補は複数名挙がったものの、最終的に参画に至らず

-アグリ分野の難しさ
-研究者並みに技術を理解できる人は「存在しない」
-スタートアップに参画してくれるか？という問題も

研究者だった野田口・丹羽が代表に、サポートを専門家で固める
（知財、法務、財務、事業開発、試作、業界、、、）

研究者が経営感覚を身につけるのも
１つの回答ではないか？



複数の資金調達先から支援いただいている

起業

事業会社との
共同研究

資本性ローン 助成金 出資 共同開発費

エンジェル

誰から資金調達するのか？



グランドグリーン株式会社
事業紹介資料



ミッション
先端のテクノロジーで植物のポテンシャルを最大限引き出し、
世界を幸せにします。

迅速な種苗開発 オープンイノベーション
バリューチェーンを俯瞰した
新たな農業・食産業



業界のペイン

・交配育種を基盤とした種苗開発には5-10年の時間がかかり、新たなニーズや嗜好

の多様化に対応できない。

・天然に存在する遺伝資源のみ利用可能であり、似たような品種が主流となり多様性が失われている。

・閉鎖的な開発環境のもと、生産者、加工流通業者、消費者などの多様なニーズに応えられていない。

従来の種苗分野における課題

グランドグリーン

迅速に資源創出

種苗を起点とした農食分野の新たなプラットフォーム

接ぎ木苗 ゲノム編集



ゲノム編集作物の実用化における課題

品種 A
編集可能

品種 B
編集不能

1.導入技術が成熟しておらず、活用できる作物品種がごく一部に限られる。

2.ゲノム編集ツールの特許・権利関係が複雑。

3.どの遺伝子をゲノム編集すればいい？ ソリューション
を提供



コア技術 -ゲノム編集

ワンストップでゲノム編集品種の設計から作出まで、多様な作物・品種で可能



ご清聴ありがとうございました


